







その他のタイトル A Religious Historical Study of Kyoto Jizo Bon
: A step towards clarifying views of ancestral







































(註=先祖供養)が明確に認められる地区は少ないJ(林 1997 : p.l68) と述べている O 林が以
上のように述べたのは、「県内のほとんどの地区では、オショーライサン(御精霊さん)は十六
日に送るJ(林1997: p.75)からである O 郎ち、地蔵盆が行われる 8月23日には精霊=先祖霊はも
う帰っているはずだからである。林の指摘は重要で、ある O 例えば、現在でも地蔵盆が各地で盛
んに行われている京都でも、地蔵盆以前に五山送り火等精霊送りが行われている O 大森が調査





























りて常照を捕へて黒山の麓に過るに、大穴あり o 勇夫照を推して此穴に陥ゐる O 足を上に
し、頭を下にして石の落て降るがごとし。疾風吹て自を撲に、痛云べからず。照、再手を
以て隻砕を覆ひて既に焔王の庁に至る O 四傍を顧み阿れば、罪人数多くありて其苦状万瑞














ささげて、地蔵祭をなすなり。 (r続日本随筆大成別巻 民間風俗 年中行事Jpp.185~ 186) 
今日の京都は、おおよそ「一町一地蔵jである7 (科光1990: p.64)が、江戸時代には地蔵像の無
い町もあったらしく、荒廃した寺院跡等から流出した、野の石仏に顔を描き、地蔵と見なすこ













これを祭る D 蓋し道饗祭りの遺風か。>. . .壬生地蔵祭りく是を延命地蔵と材、す。>清
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和i境く地蔵の前に於いて法事を修す。>三候矢田寺地蔵祭り 柳原西林寺木楼花の地蔵祭
り 嵯蛾油濯の地蔵祭り 伏見詰1濯の地蔵祭り 二僚の西輩の地蔵祭り 向く要の地蔵祭



























が地蔵堂に泊まることがあった(牧田1973: p.l71) 0 滋賀県現愛荘町長野東では、第二次世界大
戦後しばらくまで、地蔵盆に於いて子供が地蔵堂に泊まっていた(愛荘町教育委員会2007: 
p.12・但し、成年式の意味合いもある)。石川県加賀市上福田の地蔵盆も、戦前まで 2泊3Bで








地蔵祭 廿四日 洛外六所の地蔵詣なり O ・・・七月廿四日諸人六所に詣ず。これを地蔵



















モ態シキ方ア 1)。当初有リ難キ願ヲ発セ 1)0 七道ノ辻ゴトニ六体ノ地蔵菩薩ヲ造奉 1)、卒
塔婆ノ上ニ道場ヲ構テ、大悲ノ尊像ヲ居奉 1)、巡り地蔵ト名テ七箆所ニ安置シテ云ク、 f我
在俗不信ノ身トシテ、朝暮世務ノ罪ヲ重ヌ D 一期命終ノ刻ニ臨ン時ハ、八大奈落ノ底ニ入
ランカ D 生前ノー善ナケレバ、没後ノ出要ニマドヘリ。仰グ所ハ今世来世ノ誓約ナリ O 井











こともあった(池見1985: p.168) 0 また、 f十王経jを媒介として、逆修と死者供養とは向様の




(補一応永22年 7月)廿西日 O 地蔵参詣の輩、恒年の如し。風流等少々これ在り o (原漢
文. r満済准后日記j、続群書類従版第 l巻、 p.74)
(補一応永33年7月)廿三自 O ・・・明白地蔵参詣。風流、見物の為世。廿四日 O ・・・今






(補一応永30年7月)廿四日 D ・・・六地蔵参詣の者、洪水によりて先々に如かずと云々 O
(前向p.245)
f満j斉准后日記jの云う「地蔵参詣jは7月24日に行われるものであり、高橋昌明は、向日に行


























rtJド諾歳時記jにも以下のようにある O 先に引用した箇所の続きである O
今日(註=7月24日)六斎念仏の徒も亦六所の堂に詣大鼓を撃ち鉦を鳴らし以踊念仏をなす。





三年間巡礼16すれば六道の苦を逃れられるといわれるjとある(宗政・森谷1986: p.216) 0 高橋
渉が1980年頃実施した開き取り調査は、「父の新盆で初めて来たJ. r母の新盆で、近所の人に
















遍念仏は浄土宗系の聖が普及したと考えられる(三回1971: pp.208~211) 0 これに対し、地蔵祭
の担い手であった、京都の町衆は必ずしも浄土宗の檀家とは限らない。明治時代の史料ではあ
るが、寺説明細i援から導き出される、上京・下京地区の宗派別寺院数に於いて、浄土宗は最大





地蔵を記る浄禅寺-桂地蔵を杷る地蔵寺の 3ヶ寺はいずれも浄土宗で、ある O 常磐地裁を配る源
光寺は臨済宗であるが、臨済宗となったのは1778年で、それ以前は単立の堂であった(r日本歴
史地名大系 京都市の地名jp.1044) 0 現在、鞍馬口地蔵と呼ばれる地蔵像が上普寺(浄土宗)
で記られるようになったのは、明治時代であり、江戸時代は御菩薩池のl畔に詑られていた。山
科地蔵も、現在は徳林庵(臨済宗)の境内18に詑られているが、徳林庵が現在地に移ってきたの
は明治時代である(大津1973: p.l38) 0 従って、 6箇所のうち、六地蔵参復活H寺に於いては、浄
土宗寺院が3、単立が3となる O 真鍋広済は、六地蔵参の復活には、寛文の頃の大善寺の僧が
強く関与したとする(真鍋1960: p.43) 0 真鍋説には一部異論もある(大津1973: p.134高橋渉
1981 : pp. 4 ~ 6 )が、復活にあたり、浄土宗寺院の関与が色濃くなったのは事実である九また、
江戸時代以降、六地蔵参の各地蔵像は、小野筆が大善寺に安置した六体の地蔵像が分置された












pp.131 ~ 132) 0 
また、森栗茂ーによれば、京都の地蔵盆に於いて、数珠繰りにあたり、「饗の河原地蔵和讃j































(牧田1973: p.189) 0 本論文で、確認した通り、地蔵祭に於ける、地裁像への化粧は、 1668年にま







































れる盆行事のーっと捉えられている(和歌森1970: p.225) 0 例えば、滋賀県守山市吉身や大津市
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材木町では、「地蔵盆が終わると盆が終わるJという声が関かれる(林1997: p.75) 0 また、大阪
府能勢町では、 8月24日を f送り盆jと呼び、当日は 115日朝に送ったソンジョサンがあの世に

























1 近畿地方とは離れた場所でも!日麿 7J 24自に、何らかの形で地蔵を配る行事が行われることが
あるO これは24日という地蔵の縁日に行われていた地蔵講(地蔵会)が残存したものと考えら
れる O 地載盆という名称に関しても同様であり、地蔵盆という名称、が付いているからといっ







るO 調査日を 8月23日・ 24自に設定したために、地蔵盆が既に終わっていたIHJがあり、調査が
不十分になったことが述べられている(吉村1995: pp117 -118.) 0 RIJち、調査の行われた1994年
段階では、地蔵盆が町によっては8月23日以前の土-日に行われることがさほど知られていな
かったが、実際には土・日に移行した町が増えていたことが分かるO こうした傾向は1980年頃





5 但し、京都の町触では「地蔵会jと呼ばれている or京都IHJ触集成 第4巻j宝暦11年 7)=] 7 






たが、泊まりを明示したものは一つも無かった O なお、浅野2010: p.102に写真掲載される、
1967年京都市富永町のプログラムも、 2Bがかりながら、泊まりは明記されていない。
9 r難波鑑j(1680年開板)に r(補-7月)地蔵祭 向廿四日 O はふハ地蔵の御えん自にて O
町々の辻に。わらバへとも O 供物灯明をかかげてまつる也J(r日本庶民生活史料集成j第22巻
pp.379~380) とあることによる O 当時の大坂の地蔵祭の具体的様相に関しては、 f磯石集j
(1692年間板)巻3第75(法蔵館版pp.l45---146)参照。若狭地方では、 1750年頃には地蔵祭が
普及し始めており(宇野田2003: p.l7・林2008: p.109)、近江地方ではそれ以前から普及して
いたと考えられる(宇野田2003: p17・1良部2010: pp.251 ~ 252) 0 
10これ以外に、本来、死者供養の為に立てられる十三仏が、逆修の為に立てられる事例が論拠と






12これに対し、田中久夫1986: p.125は、 n詩済准后自記J7月23日の条に続いて 7月26日の条に
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「今日、八幡御参鑑所に参る O 小幡地蔵の下辺より船に乗るJ(前向p.245) とあることから、
7月23日の条の「六地蔵jを「小幡(=木l幡)にある大善寺Jとする。しかし、大善寺を六地
蔵と呼ぶこと(もしくは地名としての六地蔵)が当時定着していたかどうか、疑問である O
fs本歴史地名大系 京都市の地名jは地名としての六地蔵の初出を1443年とする (p.423)0 
いそ










集jp.l61) とある O 現在では、 6笛所全てに於いて所謂「おはた幡J(紙製のお札)を購入し、
家の入口に飾ると、疫病退散等現世利益が得られるとされる(宗政・森谷1986: p.216・真矢
2004 : p.79) 0 この風習は昭和初期には行われており(薮田1933: p.12)、その心意は「厄除j






































なことを理由とする O 林英ーが紹介する、羽入村(現・豊岡市竹野10')の地蔵祭の記録 (1782








伊藤曙覧1959 r地蔵盆の名称~J r仏教と民俗J4号 p.43 






















河内将芳2000r町衆jの風流跨Jr中世京都の民衆と社会j思文閤 pp.283 -315 











高橋昌明1987I境界の祭最eJ網野善彦-他 ra本の社会史 第2巻j岩波書j苫pp.245-274 
高橋渉1981I京都「六地蔵参りJr富城女子大学研究論集j55号 pp.l --20 
竹田聴洲1968I京都府現苓諸宗寺院の伝承的成立時期Jr社会科学j10号pp.264---291
田中久夫1985r仏教民俗と祖先祭最ej永田文昌堂





林英一2008r明治政府の近代化政策と地蔵盆Jr臼本民俗学J255号 pp.105~ 120 
藤井正雄1988r無縁仏考J大島建彦編 f無縁仏j岩崎美術社 pp.14~27 *初出は1971














森鹿三1973r浄家寺鑑についてJr藤原弘道先生古希記念 文学仏教学論集jpp.711 ~718 
森成元1998r大阪府の盆行事J文化庁文化財a保護部{盆行事J.Jpp.127 ~ 137 
森栗茂一「関西の都市と地蔵Jmorikuri.cocolog-nift.compq02kanasai toshi jizou shinkou.doc *発表
年代は不明だが、 r20世紀の業績jとされているので、 1995-2000年頃と考えられる。 *2010年
11月15日閲覧
相!日国男1970r黒地蔵白地蔵Jr定本柳田国男集 第27巻j筑摩書房 pp.302 ~ 303 *初出は
1915 
柳田国男1990r日本の伝説j筑摩書房 *初出は1940
薮田嘉一郎1933r六地蔵廻りについてJr京都J2巻 2号 pp.7~ 13 
山崎千恵子2000r地蔵盆あれこれJr子どもの文化J32巻10号pp.11~20 
L1J路興造1985r風流踊j芸能史研究会編 ra本芸能史4J法政大学出版局 pp.49~76 
LIJ路輿造1992r京都の盆行事Jr京都市歴史資料館紀要J10号 pp.297~322
山路興造1998r京都府の盆行事j文化庁文化財保護部 f盆行事JJpp.3~42 
山路輿造2002r六斎念仏の歴史j八木透編{京都の夏祭りと民俗信仰j昭和堂 pp.102~ 115 





渡浩一2005r西院河原地蔵和讃jの唱導Jr日本宗教文化史研究J9巻 1号 pp.67~83 
神奈川大学ヤオ族文化研究所2010年度の活動
神奈川大学ヤオ族文化研究所は、 2008年発
足以来の活動中間報告の場として2010年1月
に神奈川大学(横浜キャンパス)において、
国際シンポジウム「ヤオ族伝統文献研究国際
シンポジウムJを開催した。この報告会はト
ヨタ財団2009年度アジア隣人プログラム特定
課題「アジアにおける伝統文書の保存、活用、
継承jの助成のもと実施し、中国の湖南省民
間文芸家協会の共催で、行った。
当シンポジウムには、日本国内ばかりでな
く海外からの参加もあり、湖南省民間文芸家
協会主痛の張勤松氏が「中国産山県過山系
ヤオ族の度戒儀礼における信仰的意義及び機
能」と題して発表し、 2008年の度戒儀礼にお
いて、祭司のリーダーの主酸~silを務めた越
金付氏は、会場で儀礼において使用される
宣歩・手訣の動作や符を描くパフォーマン
スを行った。そして書表部として儀礼で使用
する文書を作成した鳴栄箪氏が「度戒儀礼に
おける害表蹄の役割jと題し口頭発表を行っ
た。さらにドイツからは、 2010年に神奈川大
学ヤオ族文化研究所が儀礼文献の調査を行っ
たバイエルンナH立臨書館員のLuciaObi氏が
「歌米におけるヤオ族の手稿コレクションj
と題して、欧米の市場に流出しているヤオ族
の神惑や儀礼文献の問題について発表を行つ
fこO
その他、三村宜敬「藍山県のヤオ族にみる
星辰信仰j、泉水英計「湖南省、ヤオ族村落に
おける世帯とその発達過程についてj、薬文
高「儀礼文書にみるヤオ族の墓造りと祖先
観j、農!韮律子「盤王伝承に関する研究j、松
本浩一「度成儀礼に見える神々 j、吉野晃
r<掛燈〉の構造と変差:タイ北部と中国湖南
省藍山県のユーミエンにおけるく掛三台燈〉
儀礼の構造と変差に関する比較j、浅野春二
「ヤオ族の招魂儀礼についてj、森忠孝IJ亜「文
書の翻訳作業の l:j::jから見える諸問題j、丸山
宏 rl:j[詔湖南省藍山県ヤオ族の度戒儀礼文書
に関する若干の考察Jのテーマで発表が行わ
れた(敬称略・発表)1真に表記した)。
このシンポジウムと合わせて主醗師越金
付氏に対し補足調査を行い「補掛三燈J部分
の唱え言、使用テキスト等の詳しい開き取り
を行った。その上で2008年に収録した映像に
テロップを施し、念認の内容と映像の照合を
試みた。テロップを施す作業を行うにあたり、
問題になったのは、実際祭司が念訴するスピ
ードとテロップを合わせる事が図難であった
点である。しかし、テロップを施す事で、初
めて儀礼における所作と念訴が理解可能とな
った。この作業を手掛けた者として、今後さ
らに儀礼映像と念論の照合について、より理
解しやすい方法を模索していきたい。
(三村立敬)
-神奈川大学ヤオ族文化研究所ホームペー
ジ:http://yaoken.sakura.ne.jp/ 
f謡族文化研究所通訊J2号・国際シンポ
ジウム予稿集は「資料室jよりダウンロー
ド可能
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